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1.　研究 の目的　東北地方 の一部 には農村作業衣 とし

て，現在 も一年 を通じ て覆面 姿を見 る。そ の姿 の特異性

につい ては見 る者 をし て全 く唖然 たらし める も の が あ

る。そこで，そ の覆面す る目的，地域的季節的相違並び

にその方 法などについ て究明 せんとするものであ る。

2.　方 法　覆面姿 を見 る各地 を廻 り，いろいろ調査し

且そ の被 り方 は８ミリ映画 に撮影し て学 んだのであ る。

3.　成果　青森県，秋田県， 山形県，新 潟県 の一部 に

は戸外 作業 をする婦人 が覆面 をし てお る者 が相当多数お

り，場合 によっては車窓 から見 る婦人 の100 ％がそ の姿

であ るこ ともあ る。然 るにそ の形態を地域別 に調査した

結果 は，青森県下北 半島 に於 ては， 白色 の四角 の布を対

角線 に折 って三角巾 として被 り，秋田県由利郡 から山形

県庄内地方 の北部にかけては黒色か，稀には絣 の顔帯 と

でもい うべき もので頭部を巻 き，そ の由利郡 の奥地 と庄

内地方 の南部並び に新潟県 北部 にかけ ては，黒色稀 には

絣 の頭 巾式 のものを被9, 由利 郡奥地と秋田県 北秋田郡

日立 内地方 には僅かではあるが,普通 の手拭 を以 て,何 れ

も殆ど目の部分だけを出す被り方，つ まり覆 面をする。

し かし て，それ等の形 態を更 に詳し く調べると個人差

もあり，尚同名異形 ，同形 異名のものも相当あり， それ

をする理由につい て古い時 代は判らぬが，現 在に於ては

特に若い婦人の日焼けを防ぐためとい う こ と がまで あ

る。


